
『旅するオペラ』鑑賞の軌跡と、これから開く扉
―これまでに観た作品を時系列で振り返り、これから開いていくオペラの扉へと繋いでみました―

旅するオペラ All Rights Reserved

2023.7

ラ・ボエーム

（プッチーニ）

こうして振り返ると、私たちは本当に幅広いオペラの世界を体験してきました。 
名作の世界には、まだまだ開いていない扉もたくさんあります。 
これからも、皆さまと一緒にオペラの世界を旅していけたら嬉しく思います。イタリア・オペラ ドイツ・オペラ フランス・オペラ ロシア・オペラ

イタリア・オペラ

2023.11

トスカ

（プッチーニ）

イタリア・オペラ

エウゲニ・　
オネーギン
（チャイコフス
キー）

ロシア・オペラ

2024.2

タンホイザー

（ワーグナー）

ドイツ・オペラ

2024.3 2024.5

椿姫

（ヴェルディ）

イタリア・オペラ

2024.7

蝶々夫人

（プッチーニ）

イタリア・オペラ

2024.9

コジ・ファ
ン・トゥッテ
（モーツァルト）

イタリア・オペラ

魔笛

（モーツァルト）

ドイツ・オペラ

2024.12

カルメン

（ビゼー）

2025.2

フランス・オペラ

2025.6

セビリヤの　
理髪師

（ロッシーニ）

イタリア・オペラ

さまよえる 
オランダ人

（ワーグナー）

ドイツ・オペラ

2025.9

こうもり
（ヨハン.シュトラ 

ウス）

ドイツ・オペラ

2026.1

2026.2

カヴァレリア・
ルスティカーナ
＆道化師
（マスカーニ／レオン
カヴァッロ）

イタリア・オペラ

2026.2

リゴレット

（ヴェルディ）

イタリア・オペラ

2026.3

ドン・ジョ
ヴァンニ

（モーツァルト）

イタリア・オペラ

2026.5 次はこれ！ 次はこれ！ 次はこれ！

エレクトラ
（リヒャルト・
シュトラウス）

ドイツ・オペラ

運命の力

（ヴェルディ）

イタリア・オペラ

フィガロの　
結婚

（モーツァルト）

イタリア・オペラ

ウィーン出逢ったオペラたち

ばらの騎士 （リヒャルト・シュトラウス）

エウゲニ・オネーギン （チャイコフスキー）

ラインの黄金 （ワーグナー）

スティッフェリオ（ヴェルディ）

2026.4

椿姫

（ヴェルディ）

これまでに観た作品

ウィーン滞在８日間 これから開くオペラの旅へ


